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【発表のポイント】 
・東北大学はニプロ株式会社と共同で、整形外科領域の四肢骨等の骨欠損を対象

とした、リン酸八カルシウム（注１）／ゼラチン（注２）複合体(OCP/Gel)からなる

骨補填材（注３）の開発に成功しました。ニプロ株式会社が製品(商品名：ブリク

タ®(Bricta®))として販売を開始します。

・OCP/Gel は、骨折、腫瘍、変形性関節症などの骨関節疾患における骨欠損へ

の適用（注４）が可能であり、生体吸収性（注５）と新生骨への置換性が確認された

材料です。

・東北大学は、1990 年代始めに OCP が高い骨形成能を有することを世界で初

めて報告した研究を発端として、OCP生体材料の研究領域を開拓し、OCP/Gel
の材料基本型を開発しました。OCP は骨形成と吸収を担う骨芽細胞分化促進

能および破骨細胞形成促進能を有することが確認された材料です。

【概要】 
東北大学大学院歯学研究科（顎口腔機能創建学分野）の鈴木治教授、濱井瞭

助教、医学系研究科（整形外科学分野）の井樋栄二名誉教授、相澤俊峰教授、

森優講師らは、東北大学病院臨床研究推進センター（CRIETO）の開発支援を受

け、ニプロ株式会社と共同で、整形外科領域の四肢骨等の骨欠損に適用可能な

ブリクタ®を開発しました。ブリクタ®は、2024 年 5 月に厚生労働省より医療機

器として薬事承認 (承認番号：30600BZX00094000)を取得し、2024 年 10 月

に保険収載されニプロ株式会社が販売を開始します。 
OCP は、鈴木治教授により世界に先駆けて高い骨形成能が見出された人工

合成の無機材料です(参考文献 1）。 OCP/Gel では、最適な Gel の分子量を選

択し、また OCP の分散状態を制御することにより、力学的性質（弾性）に優

れ、湿潤下においても繰り返し変形性を維持することが可能となり、骨欠損埋

入において高い操作性を有します。将来的には整形外科領域の骨疾患全般へ適

用拡大して有効性・安全性を確認しつつ臨床治療例を取得していく予定です。 

整形外科領域の骨疾患治療に向けた 
リン酸八カルシウム（OCP）骨補填材の実用化に成功
ニプロ株式会社との産学連携で四肢骨等の骨補填材へ適用開発



 

 

【詳細な説明】 
研究の背景 
 整形外科領域では、外傷や骨腫瘍切除後に生じる骨欠損、脊椎固定術、変形性

関節症に対する人工関節手術や骨切り術など、様々な治療において骨移植が必

要とされています。日本整形外科学会の調査によると、骨移植の実施件数は増加

傾向にあり、今後も需要が高まることが予想されます。 
骨移植の方法には、自家骨移植、同種骨移植、人工骨移植の 3 つがあります。

自家骨移植は、患者自身の骨を採取するため、感染症や異物反応のリスクがあり

ません。また、骨形成に必要な細胞や成長因子が含まれるため、早期に骨欠損部

の修復（注６）が可能です。しかし、手術部位と異なる部位から採骨することが多

く、また採骨部での骨折や疼痛、採取できる骨の量の制限などの問題があり、巨

大な骨欠損に対しては自家骨移植のみでの治療が難しいです。同種骨移植は、移

植骨片の適切な採取、保存、管理

が必要であり、使用できる施設

が限られています。また、感染症

のリスクも懸念されます。 
一方、人工骨は合成物であり、

使用できる量に制限がなく、感

染のリスクが少ないこと、採骨

による新たな侵襲がないこと、

施設を選ばずに使用できること

が利点です。しかし、現在実用化

されている人工骨であるハイド

ロキシアパタイト(HA)や β-リン

酸三カルシウム(β-TCP)は、自家

骨と同等の骨新生能を持つには

至っていません。人工骨が残存

し、骨組織に置換されない場合、

異物反応を引き起こし、感染や

周囲の骨組織を破壊する可能性

があります。そのため、現状では

自家骨移植が全骨移植の約60％
を占める状況が続いており、よ

り優れた骨形成能と生体吸収性

を持ち、かつ、臨床現場で高い操

作性を示す人工骨の開発が求め

られていることから、OCP/Gel
人工骨の開発に至りました。 
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図 1．(A)OCP/Gel および対照として用いた（B）

Gel 単体の円柱状試料を示す写真（Bars=5 

mm）。(C)術後 4 週と 8 週にラット大腿骨矢状

断のμCT 像。OCP/Gel は対照の Gel 単体と比

較して、優れた骨形成を示す。Hamada S et al. 

Clin Orthop Relat Res 480:2043, 2022 より改変

引用。 
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今回の取り組み 
 整形外科領域における OCP/Gel の有用性について検討を行ったところ、

OCP/Gel を埋入した大腿骨骨欠損部（両側皮質骨貫通骨欠損）の 4 週と 8 週に

おける観察では材料の生体内での吸収と良好な骨形成が示されました(図 1)。 
骨形成能と生体吸収性を有する OCP にゼラチンとの複合化により人工骨と

しての形状を付与することで、ブリクタ®は整形外科領域の臨床現場で使用可能

な良好な操作性を有し、かつ新生骨組織への置換性に優れた人工骨としての利

用が期待されます。 
 
今後の展望 
今後研究グループは、東北大学および関連病院において四肢骨等の骨欠損修

復に関する臨床研究を進め、臨床での使用実績を重ねるとともに、将来的には整

形外科領域の骨疾患全般へ適用拡大して有効性・安全性を確認しつつ臨床治療

例を取得していく予定です。 
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【用語説明】 
注1. リン酸八カルシウム 
 化学式は Ca8H2(PO4)6･5H2O と表記され、水溶液中からの HA 形成の前駆体の

ひとつであり、また、骨アパタイト結晶の前駆体とも考えられてきた生体材料で

ある。リン酸オクタカルシウムとも称されている。化学式が示す通り、多量の水

を含むため、HA や β-TCP と異なり、単一結晶相として焼結できないことから、

生体由来高分子、天然由来高分子、合成高分子と組み合わせた複合体の研究が報

告されている。β-TCP と同様に生体内吸収性を示す。また、OCP は骨芽細胞な

ど、骨組織に関連するいくつかの細胞を活性化する能力を持つことが報告され

ている。 
 
注2. ゼラチン 
 コラーゲンの熱変性産物である。ゼラチンは、ある温度以上ではコラーゲンに

特徴的な分子鎖の三重らせん構造がほどけた状態であることから、水に溶けや

すい。一方で、ゼラチン水溶液をある温度以下で冷却すると、一部の分子鎖がコ

ラーゲンに類似の三重らせん構造を取り、ゲル化する。ゼラチンは、細胞接着性

を示すとともに、生体内の酵素によって分解されることから生体吸収性を示し、

ゲル化する性質を材料加工に利用することで、組織再生における足場材料とし

ての応用も検討されている。 
 
注3. 骨補填材 
 疾病や事故で生じた骨の治療や再生において、骨欠損を補填する材料である。

日本では患者自身から採取した正常部位の骨組織（自家骨）や、顆粒状やブロッ

ク状、スポンジ状といった形態をもつ人工骨が使用されている。特に、骨伝導性

を示す骨補填材は、その表面で骨芽細胞の作用により新生骨組織が形成され、周

囲の既存骨と結合する性質を示す。OCP においては、形状付与による操作性向

上の観点から、これまでにコラーゲン、ゼラチン、アルギン酸、ヒアルロン酸、

乳酸-グリコール酸共重合体といった生体吸収性高分子材料との複合化が検討さ

れ、その骨補填材としての性質や機能がこれまでに研究されてきた。OCP とコ

ラーゲンの複合体は、歯科領域で骨補填材として実用化されている。 
 
注4. 対象疾患 
上肢骨折部骨欠損、良性骨腫瘍、骨折治療材料除去後の骨欠損、骨盤からの採

骨後の骨欠損の補填等へ適応可能である。 
 
注5. 生体吸収性材料 
 自身の物理化学的性質や、周囲の細胞が分泌する酵素の作用によって生体内

で溶解もしくは分解され、吸収される材料である。OCP は、骨を造る細胞であ



る骨芽細胞の活性化のみならず、骨組織の吸収にかかわる破骨細胞の形成を促

進することから、これらの細胞によって、生体内で分解、吸収されるとともに、

新しい骨組織に置き換わる性質を示す。 
 
注 6 骨欠損の修復 
 疾病や怪我で失われた骨は、その欠損サイズが小さければ自然に骨が再生さ

れ元に戻るが、大きな欠損は自己修復できないことが知られている。そのため、

自家骨移植や人工材料を補填した骨再生治療が行われている。 
 
 

【問い合わせ先】 

（研究に関すること） 

東北大学大学院歯学研究科 

顎口腔機能創建学分野・歯科生体材料学分野

（生体材料理工学分野） 

教授 鈴木 治 

Email: suzuki-o@tohoku.ac.jp 
 

（臨床研究に関すること） 

東北大学大学院医学系研究科 

整形外科学分野 

講師 森 優 

Email: yu.mori.c4@tohoku.ac.jp 
 

（報道に関すること） 

東北大学大学院歯学研究科 

広報室 

電話: 022-717-8260 
Email: den-koho@grp.tohoku.ac.jp 


